
草津市における
不登校児童生徒への支援と課題

令和６年度 第２回滋賀県総合教育会議
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不登校の状況

令和５年度、小学校は増加、中学校は横這い
不登校児童生徒の実数が増加
→ さらなる支援策の必要性
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多様な学びの場と利用状況等

草津市での取組
・登校支援室（校内教育支援センター）
・やまびこ教室（校外教育支援センター）
・フリースクール利用児童生徒支援補助金
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登校支援室

生徒指導月報より

←市内先行校の登校支援室

※学校間での
設備や備品の格差も

登校支援室の設えの
さらなる整備が必要
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●在籍者数等推移

やまびこ教室

R2 R3 R4 R5 R6
在籍者数 20 21 27 37 31
延べ利用人数 151 227 232 332 115

備考
上笠教室

開室
8/26
時点

※特定の校区において、
利用者が少ない状況
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学年別 電話相談 のべ件数
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フリースクール

●R６ ９月末現在
・フリースクールに通う児童生徒数
２２名

・認定フリースクール以外（オンライ
ンの施設等）に通う児童生徒もいる

※オンラインでの支援を行う施設も
認可対象とできるよう検討中

●草津市フリースクール利用児童生徒支援補助金事業

利用者への補助金制度
・補助率：利用額の1/2

就学援助受給者は3/4
生活保護受給者は1/1

・限度額１人４万円/月

R3 R4 R5 R6

申請者数 14 17 21 15
認定施設数 8 10 16 21

備考
９月より

実施
１０月末

時点
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今年度の新たな取組

学校とフリースクールとの情報交流会

・期日：令和６年７月３０日（火）１０：００～１２：００

・対象：草津市フリースクール利用児童生徒支援補助金申請者

（令和６年５月末時点）が在籍、通所する学校、フリースクール担当者

・参加人数：１６名（学校８名、施設８名）

・会の流れ：

①小グループでの交流（それぞれの所属の取組や困り感等）

②個別の児童生徒についての情報共有（今後の連携等も含めて）
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学校とフリースクールとの情報交流会感想

学校参加者より

・いろいろなフリースクールの活動内容や学校との連携方法について知ることができた。本校児童
が通う施設の方と懇談できてよかった。
・フリースクールと学校で抱えている困り感が一緒で、同じ目標を持って頑張れそうだと感じた。
普段生徒と直接関わってくださっているので、その様子をしっかり知ることができて、良い機会に
なった。
・普段フリースクールの方と話をする機会が持てない中、今回の企画はよかった。このように時間
設定してもらえると、安心して参加できた。フリースクールの取組は他の教育相談の先生方にも
知ってほしいと思った。

フリースクール参加者より

・普段の学校の様子や学校で可能なこと、こちら側がお手伝いできること、制度的な面も含めて確
認できたので、有意義な時間になった。今日をきっかけにつながりを作っていければと思う。
・普段ゆっくりと先生方とお話する機会がないので、今回時間を作っていただき、ありがたかった。
まだ連携していない学校の先生方ともお出会いできて、スクールのことを話せたのもよかった。
・学校といろいろな情報交換ができた。該当のお子さんへの支援や願いが一緒であることを確認で
きて、それが参加して一番うれしかった。
・グループで話す時間をもう少し設けてほしかった。
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未然防止と早期発見・早期対応に
つながる取組へ

草津市子どもサミットの様子から
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趣旨・ねらい

テーマ：「子どもまんなかの学校づくりに向けて、

わたしたちにできること！」について

「こども基本法」が大切にしている４つの考え方

「自分の意見を述べ重視される権利」

➡自由に自分の意見が言える、言うだけでなく、その意見が尊重される

大事にしたいキーワード ➡ 「子どもまんなか」

生徒 ➡ 生徒会活動や部活動、学校行事などにおいて、

どうすれば「子どもがまんなかになるのか」について話し合う

教員 ➡ 学校の中で「子どもがまんなかになる」とはどういうことかについて話し合う

差別されない権利
子どもの最善が第一
に考えられる権利

生存し健全に
成長していく権利

自分の意見を述べ
重視される権利
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当日の様子
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いじめ・不登校の未然防止にもつながる「学校風土」の醸成

教員の認識の向上推進に向けて

子どもの意識の向上

生徒指導提要（令和４年１２月改訂より）

「自己存在感の感受」 「共感的な人間関係の育成」

「自己決定の場の提供」 「安全・安心な風土の醸成」

中心となる子どもだけでなく、全ての子ども

教員主導から、子どもまんなかへ
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未然防止 早期発見・早期対応 学びの場の確保

R2
・市スクールソーシャルワーカー（以下、SSW）
【特定任期付職員・１名】の配置

R3
・市SSW【委託１名／年間468時間】の配置
→ 市SSWを特定任期付職員１名＋委託１名に

・草津市フリースクール児童生徒支援補助金制
   度の開始

R4
・草津市子どもサミットの開催
（年間１回／R4以降、毎年開催）

R5

・市SSW【委託１名／年間468時間】の追加配置
→ 市SSWを特定任期付職員１名＋委託２名に
・ＩＣＴを活用した心と体の健康観察を試験的に
 実施（モデル校２校）

・やまびこ上笠教室の設置
 → 従前の青地教室に加え、
   やまびこ教室が２か所に
・登校支援室加配教員の配置（週19時間勤務）
  【小学校３校】
・不登校のこどもたちの保護者の集い（年3回）
・フリースクールと市教委の意見交換会（年1回）

R6
・市委託SSW２名を会計年度任用職員２名に
 （1人あたり：1日7.5時間／週4日勤務）
・ICTを活用した心と体の健康観察の活用

・登校支援室加配教員を市立全小中学校に配置
・学校とフリースクールの情報交流会

草津市の近年の取組経過
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今後の課題・方向性

【未然防止】
・こどもまんなかの学校づくりの推進

【早期発見・早期対応】
・心と体の健康観察の効果的な活用とSSW等の専門家との連携による
子どものSOSの早期発見・早期対応の充実

【支援の充実】
・登校支援室の設えの整備
・やまびこ教室のさらなる拡充の検討（利用者の少ない校区等）
・草津市認定フリースクールの対象範囲の検討
→ どの学びの場にもつながりのない不登校児童生徒への支援
→ オンライン・メタバースでの支援を行う施設の認定
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草津市における
不登校児童生徒への支援と課題

令和６年度 第２回滋賀県総合教育会議

令和６年 １１月２２日
草津市公認マスコットキャラクター「たび丸」

ありがとうございました
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